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はじめに

開発者｜開発目的｜沿革

開発者 ◆ 研究グループについて
フェニックアルファ製品は、株式会社フェニックと久留米工業大学、渡邉孝司
工学博士の研究グループとの共同研究により製品化に成功しました。

石油燃料の燃料消費率低減は、経済性はもとより地球温暖化対策としても不可欠です。
この石油燃料すなわち炭化水素系燃料に対して放射線を使用した改質の試みは約20年前から
よく知られていましたが、実用化された事例は殆ど見当たりませんでした。

その理由としては、触媒として放射性物質を安定させる技術の不足、放射線発生装置とその制御の問
題、放射線に対する安全性の問題、そして長い分子構造を持つ炭化水素の構造変更に必要なクロスリ
ンケージの発見が困難であったことが考えられます。

本研究開発では石油燃料の中でも特に汎用性の高いガソリン・軽油・重油を主体に、希土類鉱石に含ま
れる天然放射性物質を自然環境に影響を与えない範囲で使用して、その成分を変えることなく、構成物
質の含有量の分布を変更する事によって改質を実現し、燃焼改善を図り、有害排出ガスの減少と共に
燃料消費率の向上を目標にしたセラミックス触媒の開発を目標にしています。

開発目的

主な沿革

研究開発者 渡邊 孝司
勤務先 久留米工業大学工学部交通機械工学科・ 大学院自動車システム工学専攻
職名 教授、工学博士、（自動車技術会フェロー）
職歴 昭和43年 いすゞ自動車株式会社技術員研究開発本部 大型エンジン設計部

昭和47年 久留米工業学園短期大学助手自動車工学科
昭和51年 久留米工業大学助手交通機械工学科
平成9年 米国ミシガン大学客員研究員
平成11年 久留米工業大学教授交通機械工学科
平成20年 久留米工業大学副学長

液体燃料改質剤の試作開発研究を開始。
久留米工業大学渡邉研究室で「委託研究ラジウム照射燃料による内燃機関の性能改善」を開始し、
主に燃費向上効果を調査。
久留米・鳥栖テクノポリスの中核の久留米リサーチ・パーク内の研究開発型企業育成事務所へ入居し
同オープンラボ、久留米工業大学渡邉研究室および福岡県工業技術センターの支援により基礎研究
と技術開発に着手し、主に改質による燃料の物性試験を実施。
財団法人久留米鳥栖地域技術振興センターの先端技術開発助成金の交付を受け「燃料改質セラミック
触媒の開発」をテーマとして久留米工業大学渡邉研究室と共同研究を開始。
久留米・鳥栖市主催「93年くるめ・とすテクノフェア」にて商品を発表
社名を「株式会社フェニック」に変更。燃料改質器「フェニックアルファ」の製造販売元として、国内・海外
販売に関する業務を開始。
財団法人九州産業技術センター主催「先端技術フェア93in九州」にて商品発表。
中国・交通部の燃費・排気ガス試験において国内外の製品で初めて基準をクリア。
政府機関では初めて会計検査院の営業車両に採用。
財団法人熊本テクノポリス財団（現 くまもとテクノ産業財団）の助成金の給付を受け、熊本大学大学院
自然科学研究科松本教授と久留米工業大学渡邉研究室がマイナスイオン発生物質の機構解明をテ
ーマに共同研究を開始。
イオン㈱北日本カンパニーにて自家発電機の試験開始。
上海国際工業博覧会に出展。
アークヒルズ熱供給㈱のガスボイラーに採用。
ロシア政府の招請によりサンクトペテルブルグでJohn Deere社製トラクターとVOLVO社製トレーラでテストを
実施。
環境省からの助成金を財源の一部とした「太田まほろば事業」休泊行政センター省エネ改修工事において
ボイラー用として採用。
ＮＥＤＯ１８年度第１次エネルギー使用合理化事業者支援事業に於ける補助金申請が承認された。

1990年
1991年

1992年

1993年

1994年
1997年
2000年

2001年
2003年
2004年

2006年

2007年



概略

素材｜効果｜タイプ｜影響

素材 自然環境に影響のない微少レベル放射性元素を含んだセラミックからできています。

１

効果 燃焼効率の向上と有害排出ガスの低減。

タイプ １）シートタイプ（吸入空気活性）
２）投入タイプ（燃料改質）
３）通過タイプ（燃料改質）

イオンパワーシート
イオンチューブペレット
イオンパワーチューブ

影響 ●エンジンへの影響 ： 改質による燃料の組成や構成物質には変化がないため、エンジンを傷める
心配はありません。

●タンクへの影響 ： シートタイプ・通過式タイプを取りそろえており、心配はありません。



特徴・用途

環境保護 ＋ 経済性

用途 基本的に全ての燃焼機関に対応可能です。

２

特徴

対 象 シート ペレット/チューブ パススルー

トラック・バス（ディーゼル） ○（補助的） ○ ◎

タクシー（ＬＰＧ） ◎

一般乗用車（ガソリン） ◎

船舶用 ◎

ボイラー ◎(ガス用) ○ ◎

発電機 ◎(ガス用) ○ ◎

家庭用ストーブ（灯油） ◎

吸入空気の活性化 ＋ 燃料の改質と活性化。

燃費 ～15%向上 ※
～燃料経費の削減～

１

有害排出ガスの低減（ＣＯ,ＴＨＣ,黒鉛）
～地球環境保全に貢献～

２

加速性・レスポンス・安定性向上
～安定した運転・運用～

３

ノッキング・燃焼騒音の低下
～運転疲労の軽減～

４

※エンジンの型式・運行状態等によって本来の効果が表れない場合があります。



メカニズム１ ｜投入・通過タイプ

燃料を改質活性化

メカニズム

３

チューブ・ペレット・パススルー

◆イオンパワー（投入タイプ・通過式タイプ）のメカニズム

市販の燃料ではガソリンが一番軽質で、次が灯油、軽油、重油の順に重質になります。
一番軽質のガソリンの中にも多くの化学物質が含まれており、軽い成分～重い成分の物質で
構成されています。この化学物質の構成は灯油・軽油・重油についても同様な仕組みになっ
ています。これらの市販燃料に放射線を照射する事によって、各燃料の中に含まれている軽
質成分を増加させる事は以前から知られていましたが、人体及び自然環境に影響を与えない
範囲の極低レベルの放射線量で実現することは非常に困難でした。しかしフェニックアルファ
TM独自の特殊セラミックスがこれを実現しました。
燃料に放射線を照射する前と後の燃料を分析し、その効果を確かめ、燃料の蒸発温度の変
化も測定して実証されました。
更に実際のエンジンの台上試験において燃焼速度が向上することを確認しました。
また、燃料消費率の改善と共に排出ガスの有害成分が減少することも実証されております。

CnHm
燃料
ҧ
ʲ ʴ

微量放射線

OH
活性基
＋

CnHm
活性化した燃料
ҧ
熱

CnHm +  OH
単分子燃料 活性基

ҧ

O2
酸素

燃費 ～１５％ ＵＰ・出力性能ＵＰ
ＣＯ２の大幅減少・黒鉛の大幅減少

Cn
ｽｽ

ＣＯ2
二酸化炭素

Ｈ2O
水【熱分解】 【爆発的燃焼】



メカニズム２ ｜ シートタイプ

吸入空気を活性化

メカニズム

４

イオンパワーシート

◆イオンパワーシート（シートタイプ）のメカニズム

エンジンの吸入空気取入口にイオンパワーシートを装着することによって吸入空気に含まれる
酸素や空気中の水分はイオンパワーシートの表面から出る放射線・赤外線・遠赤外線などの
相互作用によってイオン化され、活性酸素の発生とＯＨ基の発生が促進されます。

これらの活性化した空気は燃焼室内で燃料との混合気を形成するときに、燃料分子との結合
を促進し、特にエンジンの加速時のような過濃混合比の状態では特に効果を発揮します。そし
て、これら燃焼効率の向上によって燃料消費率の改善と共に排出ガスの有害成分が減少す
ることも実証されております。

燃費 ～１５％ ＵＰ・出力性能ＵＰ
ＣＯ２の大幅減少・黒鉛の大幅減少

O2
酸素

ｅ-
ﾏｲﾅｽｲｵﾝ

O2 + ｅ- = O2-

H2Ｏ
空気中の水分

O2- + H2Ｏ =  O2- H2Ｏ

CnHm
燃料

O2- H2Ｏ + CnHm



安心の実績

驚愕の成果

実績

5

O2
酸素

ｅ-
ﾏｲﾅｽｲｵﾝ

O2 + ｅ- = O2-

H2Ｏ
空気中の水分

コカ・コーラウエストジャパンロジスティクス株式会社
株式会社アサヒカーゴサービス東京
京浜物流株式会社
株式会社久日本流通
有限会社皆実
有限会社トラスト
株式会社三協運輸
横浜コンテナ輸送株式会社
丸一運送株式会社
ヤマダイ大作運輸株式会社
木戸運送株式会社
能代運輸株式会社
青森ヤクルト販売株式会社
鹿取建設株式会社
株式会社カカオコーポレーション
萩森興産株式会社
有限会社遠藤建材
有限会社和田運送
有限会社金運運送
北鉄重機工業
福岡金網工業株式会社
株式会社横石興業
パナソニックカーエレクトロニクス株式会社
タイコー運送株式会社
沖縄テクノクリート株式会社
株式会社白清舎
株式会社ポプラ商事（湯屋・サーモン）
大和建設運輸株式会社
三幸運送株式会社
平野運輸有限会社
東新物流株式会社
山九株式会社
松本電機鉄道株式会社
株式会社じょうてつ
ミズシマキューソー株式会社
株式会社山形運輸
ｱｰﾄ引越ｾﾝﾀｰ株式会社
株式会社スズケン
富士運送株式会社
日鐵物流株式会社
横浜中央ヤクルト販売株式会社
大進石油輸送株式会社
大島運輸株式会社
有限会社新潟三和運輸
三成運輸株式会社
株式会社ニッケイコンテナ
中村運送株式会社

株式会社東亜生コン
エア・ウォーター物流株式会社
有限会社強新産業
ハイエスサービス株式会社
北日本物流株式会社
横浜海陸輸送株式会社
共進運輸株式会社
明和商事株式会社
株式会社丸廣運輸
林運輸有限会社
大野運輸株式会社
株式会社港南運輸
有限会社皆実運送
内田鋼機株式会社
有限会社梅里物流サービス
有限会社マルニ興業
光輝
佐藤運送有限会社
首都圏松下テクニカルサービス株式会社
東京都個人タクシー協同組合
神奈川個人タクシー協同組合
イオン株式会社北日本カンパニー
菅平峰の原グリーン開発株式会社
有限会社スーパー温泉サムカワ
株式会社ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨﾃﾚｺﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ九州
大聖運輸株式会社
日東陸運株式会社
株式会社武蔵野物流
カトーレック株式会社
会計検査院
あつまバス株式会社
東京流通運輸株式会社
新開株式会社
ヤマト運輸株式会社
小島海陸運輸株式会社
ビュ－テック運輸株式会社
廣川運送株式会社
三天運送株式会社
栗田運輸株式会社
楠本運送株式会社
ダイエー運輸株式会社
旭運輸株式会社
高塚運送株式会社
相原運輸株式会社

ウェルポート株式会社
エムエムワーク株式会社
有限会社共真サービス
デリー物産株式会社
旭進運輸株式会社
南豫通運株式会社
丸三運輸株式会社
有限会社大翔
株式会社フジライン
タイヨウ株式会社輸
札幌輸送サービス株式会社
北海丸善運輸株式会社
有限会社スズラン運輸
有限会社トレーラー輸送
有限会社和田運送
アルプス商事株式会社
エコムカワムラ株式会社
丸吉運輸機工株式会社
有限会社佐藤建材
旭コンクリート工業株式会
大西化成株式会社
コープ商事物流株式会社
常北運送有限会社
横浜個人タクシー協同組合
ローム福岡株式会社
アークヒルズ熱供給株式会社
日本たばこ産業株式会社
東海運送有限会社
徳島急送株式会社
株式会社横山サポートテック
辻本商店
株式会社大和食品
松下ロジスティクス株式会社
鈴健興業株式会社
フロンティア観光バス株式会社
上電観光株式会社
株式会社国際低温流通
信州名鉄運輸株式会社
株式会社日新
扶桑工業株式会社
山口運送株式会社
中央運送株式会社
柴又運輸株式会社
日本液体運輸株式会社
横浜ﾄﾗｯｸ株式会社 他

他多数

久留米工業大学渡邉研究室
財団法人久留米・鳥栖テクノポリス財団
社団法人農村資源開発協会
東京読売開発株式会社
JA三井リース株式会社
三井住友銀リース株式会社
株式会社ユニゾン
株式会社CMY
株式会社吉村自動車
シマダマテリアル有限会社
株式会社ＹＦＣ
西華産業株式会社
株式会社ワープ
ティ・エス・ケイ株式会社
信州トーヨー株式会社
有限会社水野ディーゼル
株式会社林自工
株式会社ピュアスピリッツ
株式会社名渓通商
イワガミ有限会社
奥田工機株式会社
三晃精機株式会社
佐野商事有限会社
菱樹商事株式会社

熊本大学大学院自然科学研究科
財団法人熊本テクノポリス財団
ベトナム経済研究所
東京海上日動火災保険株式会社
東芝ファイナンス株式会社
興銀リース株式会社
株式会社セゾンオートリースシステムズ
オリックスアルファ株式会社
株式会社ジェージーシー徳島
株式会社高澤
三重マリン株式会社
シマダマテリアル有限会社
野村ﾊﾞﾌﾞｺｯｸｱﾝﾄﾞﾌﾞﾗｳﾝ株式会社
大成部品店
株式会社林自工
株式会社藤村コーポレーション
株式会社京葉クリエイト
有限会社メディカルトラストカンパニー
株式会社ホサカマリーンプロジェクツ
TIANJIN YIDA METAL STRUCTURE CONSTRUCTION 
CO.,LTD（中国）
Jihuilin Business Service Limited Corporation（中国）
Limited Liability Company FENIC SPb（ロシア）

ヤマトオートワークス株式会社
東洋ゴム工業株式会社
あいおい損害保険株式会社
ＮＴＴリ－ス株式会社
オリックス株式会社
有限会社東海マネージメント
株式会社アシスタ
株式会社エーアイエー
全農管財株式会社
有限会社ケミカルマリン
ｴﾇｹｰｹﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ株式会社
株式会社レヴィン
今野重機株式会社
株式会社MMAソリューショズ
株式会社スズケン整備
A.T.System
有限会社ナガタ自動車整備工場

主要取引先



媒体掲載

信頼と実績
６

（５） 平成１９年5月21日 （月曜日）

O2
酸素

ｅ-
ﾏｲﾅｽｲｵﾝ

O2 + ｅ- = O2-

H2Ｏ
空気中の水分




